
【別紙様式１】
大分市立西の台小学校　学力向上プラン１（８月）

学力状況について 学習状況について

学校教育
目標

元気とやる気とやさしさあふれる西の台っ子の育成

育成を目指す
資質・能力

確かな学力の育成

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）

児童アンケートでは、「書くことができた」と回答する児童（87％）、「話すことができた」と回答する児童（82％）、「聴くことがで
きた」と回答する児童（94％）だった。「聴く」に対して、「書く」「話す」に苦手意識をもっている児童が一定数いることが分かっ
た。

指導
の

状況

１ 組織的な授業改善の取組状況
・「自分の考え」「その根拠・理由」など、話す・書く活動を効果的に学習活動の中に取り入れる。
・課題に対しての「考え」「学習の振り返り」（視点：西の台小学校バージョン）を書く際に、書く時間の保障を行っている。
・ペア活動やグループ活動を効果的に取り入れ、考えを表現・交流する場の設定をした。
・授業の中で理解に時間がかかった問題の類似問題に取り組ませている。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
・語彙を増やすために読書時間の確保に努めた。音読ワークや一人１台端末で音読を録音して聞き合った。
・一人１台端末のロイロノートを使い、発表やプレゼンの授業で考えを伝え合わせる機会をもった。日記等、書く活動を定期的に取り入れ
ている。
・基礎学力の定着のため、保護者と協力して家庭学習に取り組ませている。
・テスト後に誤答分析を行い、事後指導に生かす。

児童
生徒
の

課題

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題 　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

県学力定着状況調査（5年）に加え、全国学力・学習状況調
査（6年）においても全ての教科・観点で県平均、全国平均を
上回っている。

理解度は高い児童も多いが、基礎・基本の定着が不十分な
児童がいる。また、家庭での学習習慣に改善が必要な児童も
いる。

学力に関する達成指標
・「授業がわかりやすく楽しい」と回答する児童を90％以上にする。
・単元末テストで各教科80点以上の理解ができている子どもの割合を80％以上にする。

今後の
具体的
な取組

【授業改善】 【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉
〈授業改善テーマ〉
 考えや思いを伝え合い（書く・聴く・話す）、自分の見方・考え方を深めていく力の育成
〈授業改善の重点〉
必然性のある自分の考えがもてる課題設定、子どもの思考に沿った板書の工夫、考え
や思いを伝え合う場の工夫

〈取組内容〉 〈取組内容〉 〈家庭・地域の取組内容〉
・必然性のある課題の設定
・考え及び根拠を書く時間の確保
　（振り返りの視点をもって書く）
・子どもの思考に沿った板書の工夫

・多様な対話方法の工夫
・自分の言葉で伝える

・家庭学習の習慣化、取組の徹底
　学習時間　学年×１０＋１０分
・内容の工夫（宿題の個別対応）
・やりなおしの徹底

〈取組指標〉 〈取組指標〉 〈家庭・地域の取組指標〉

【授業改善以外の学力向上の取組】
・一人一人が認められ、自尊感情が高められる共感的な学級経営・集団作り
・生徒指導の３機能、人権尊重の３視点を意識した授業実践
・単元末テストにおける誤答分析　　・読書指導
・小中一貫教育の学習系統表に沿った「学習の約束」の徹底

「自分の考えを書くことができた」と回答する児童を90％以上にする。（児童ア
ンケート）「友だちの話をしっかり聴くことができた」と回答する児童を90％以上
にする（児童アンケート）「自分の考えを相手に伝わるよう工夫して話すことがで
きた」と回答する児童を85％以上にする。

・「多様な場面で、自分の考えや思いを
書く活動を取り入れ、『視点を示す・ワー
クシートの工夫・板書とノートの一体化』
など手立てを工夫して指導できた」と回
答する教職員97％以上（教職員アン
ケート）

・ペアトークやグループ・全体交流にお
いて多様な対話方法（付箋紙やICT機
器など）や発言をつなぐ工夫を取り入れ
ながら「聴く」指導ができたと回答する教
職員93％にする（教職員アンケート）

・「お子さんは『授業がわかりやすい
楽しい』と思っている」と回答する保
護者を90％以上にする。（今年度
88.3％）

〈検証指標〉

Administrator
スタンプ


